
内容
後期高齢者医療被保険者証更新／
家庭医療クリニック

今月の表紙
水防演習
　6月8日、太田川親水公園で太田川原
野谷川治水水防組合の水防演習が行
われ、3市1町で水害への備えを確認しま
した。
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後期高齢者医療・国民健康保険税
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被
保
険
者
証

８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合

は
、「
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
で
、
自
己
負
担
額
お
よ
び
食
事

代
な
ど
が
、
各
区
分
に
応
じ
た
限
度
額

ま
で
減
額
さ
れ
ま
す
。
交
付
さ
れ
た

「
減
額
認
定
証
」
は
、
入
院
・
通
院
時

ま
た
は
入
院
し
た
月
の
月
末
ま
で
に
病

院
な
ど
の
窓
口
に
保
険
証
と
あ
わ
せ
て

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

 

●「
減
額
認
定
証
」
の
交
付
が
必
要
な

　

人
は
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
被
保

険
者
の
う
ち
、
入
院
な
ど
で
自
己
負
担

額
が
高
額
に
な
る
場
合
は
、
必
ず
受
診

す
る
前
に
住
民
生
活
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
減
額
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、

交
付
を
受
け
た
月
の
初
日
か
ら
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

●
既
に
「
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

　

現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
世

帯
所
得
（
平
成
25
年
中
）
や
世
帯
構
成

に
変
化
が
な
い
人
は
申
請
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
新
し
い
「
減
額
認
定
証
」

は
保
険
証
に
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
。

 

●
保
険
料
の
決
定 

　

平
成
25
年
中

の
所
得
に
基
づ

き
、
8
月
に
平

成
26
年
度
の
後

期
高
齢
者
医
療

の
保
険
料
を
決

定
し
ま
す
。

　

保
険
料
に
関

す
る
通
知
書

は
、
８
月
中
旬

に
郵
送
し
ま

す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

　

70
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が

お
使
い
の
高
齢
受
給
者
証
は
、
有
効
期

限
が
7
月
31
日
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

一
斉
に
新
し
い
受
給
者
証
（ 

旧 

う
ぐ

い
す
色
↓ 

新 

ク
リ
ー
ム
色
）
に
更
新

さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
受
給
者
証
は
、
7
月
中
旬
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
記
載
内
容
（
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
な
ど
）
を
確
認
し
、
8
月
1
日

か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

●
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

　

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
「
被

保
険
者
証
（
う
ぐ
い
す
色
）」
と
「
高

齢
受
給
者
証
（
ク
リ
ー
ム
色
）」
の
両

方
を
忘
れ
ず
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で

病
院
な
ど
の
窓
口
で
の
自
己
負
担
は
、

か
か
っ
た
医
療
費
の
2
割
（
た
だ
し
誕

生
日
が
昭
和
19
年
4
月
1
日
以
前
の
人

は
特
例
に
よ
り
1
割
負
担
）、
現
役
並

み
の
所
得
者
の
人
は
3
割
負
担
と
な
り

ま
す
。

　

国
保
の
被
保
険
者
で
医
療
費
が
高
額

に
な
る
場
合
、
外
来
は
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」、
入
院
は
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
す

る
こ
と
で
医
療
機
関
ご
と
の
窓
口
で
の

支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な

り
、
高
額
な
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
認
定
証
の
発
行
対
象

者
は
70
歳
未
満
の
人
と
、
70
歳
以
上
75

歳
未
満
の
場
合
は
同
じ
世
帯
の
世
帯
主

お
よ
び
国
保
被
保
険
者
が
住
民
税
非
課

税
の
人
で
す
。

　

認
定
証
が
必
要
な
人
は
、
あ
ら
か
じ

め
国
保
年
金
係
窓
口
で
認
定
証
の
交
付

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の

人
は
、
有
効
期
限
が
平
成
26
年
7
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
入
院
が
継

続
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
認
定
証
が
必

要
な
場
合
は
、
8
月
以
降
に
改
め
て
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

被保険者証の見本

見本
（藤色の保険証）

見本
（藤色の保険証）

被保険者証郵送封筒見本

＊
旧
被
保
険
者
証
は
、
役
場
で
回
収
し
ま
せ
ん
の
で

　

各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。 見本（黄色の封筒）見本（黄色の封筒）

　　

現
在
お
使
い
の
「
オ
レ
ン
ジ
色
」
の
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
は
、
有
効
期
限
が
「
平
成
26
年
7
月
31

日
」
と
な
っ
て
お
り
、
8
月
1
日
以
降
は
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
7
月
中
旬
に
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
に
封
筒
（
黄
色
）
に
入
れ
て
郵
送
し
ま
す
の

で
、
8
月
1
日
か
ら
は
こ
の
保
険
証
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。

　　

今
回
送
付
す
る
保
険
証
は
、表
面
の
色
が「
藤
色
」

で
す
。（
オ
レ
ン
ジ
色
か
ら
藤
色

に
変
わ
り
ま
す
）

　

新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
し

た
ら
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
、
一
部
負
担
金
の
割

合
（
1
割
ま
た
は
3
割
）
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
一
部
負
担

金
の
割
合
は
、
平
成
25
年
中
の

所
得
に
応
じ
て
判
定
さ
れ
ま

す
。 被

保
険
者
証（
保
険
証
）の
更
新

被
保
険
者
証（
保
険
証
）の
更
新

保
険
料
に
つ
い
て

保
険
料
に
つ
い
て

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
「
減
額
認
定
証
」（
白
色
）

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
「
減
額
認
定
証
」（
白
色
）

8
月
1
日
か
ら
森
町
国
民

健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

8
月
1
日
か
ら
森
町
国
民

健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

被
保
険
者
証（
保
険
証
）

被
保
険
者
証（
保
険
証
）

【前年の総所得金額等－基礎控除額（33万円）】
×所得割率（7.57％）

均等割額

賦課限度額

所得割額

平成26年度の保険料 （均等割額＋所得割額）
38,500円

570,000円

後期高齢者支援金分と介護納付金分
の賦課限度額を２万円ずつ引き上げ
ます。

改正後

16万円

14万円

改正前

14万円

12万円

後期高齢者支援金分

介 護 納 付 金 分

※基礎課税分（51万円）は変更ありません。

賦課限度額の見直し

低所得者に対する軽減の拡充

①2割軽減の拡大
【現　行】基準額…33万円＋35万円×被保険者数
　　　　　　　　 　（給与収入＝約223万円・3人世帯） 
【改正後】基準額…33万円＋45万円×被保険者数
　　　　　　　　 　（給与収入＝約266万円・3人世帯） 
②5割軽減の拡大
【現　行】基準額…33万円＋24.5万円
　　　　　　　　　　×（被保険者数－世帯主）
　　　　　　　　 　（給与収入＝約147万円・3人世帯）
【改正後】基準額…33万円＋24.5万円×被保険者数
　　　　　　　　 　（給与収入＝約178万円・3人世帯）

①

②

　

国
が
進
め
る
「
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
」
の
中
で
、
「
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
の
確
立
を
図
る
た
め
の
改
革

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
、
国
民
健

康
保
険
税
の
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
お

よ
び
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
の
方
針

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
地
方
税
法
な
ど
が
一

部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
森
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
が
改
正
さ
れ
、
低

所
得
者
に
対
す
る
軽
減
の
拡
充
と
賦
課

限
度
額
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
必
要
な
人
は
交
付
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
必
要
な
人
は
交
付
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い

保
険
料
額

収入

改正内容※ 給与収入・3人世帯の場合
所得割・資産割
均等割・平等割

98万円

147万円 223万円

7割軽減 5割軽減 2割軽減

対象者
を拡大

178万円 266万円
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か
じ

め
国
保
年
金
係
窓
口
で
認
定
証
の
交
付

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の

人
は
、
有
効
期
限
が
平
成
26
年
7
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
入
院
が
継

続
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
認
定
証
が
必

要
な
場
合
は
、
8
月
以
降
に
改
め
て
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

被保険者証の見本

見本
（藤色の保険証）

見本
（藤色の保険証）

被保険者証郵送封筒見本

＊
旧
被
保
険
者
証
は
、
役
場
で
回
収
し
ま
せ
ん
の
で

　

各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。 見本（黄色の封筒）見本（黄色の封筒）

　　

現
在
お
使
い
の
「
オ
レ
ン
ジ
色
」
の
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
は
、
有
効
期
限
が
「
平
成
26
年
7
月
31

日
」
と
な
っ
て
お
り
、
8
月
1
日
以
降
は
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
7
月
中
旬
に
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
に
封
筒
（
黄
色
）
に
入
れ
て
郵
送
し
ま
す
の

で
、
8
月
1
日
か
ら
は
こ
の
保
険
証
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。

　　

今
回
送
付
す
る
保
険
証
は
、表
面
の
色
が「
藤
色
」

で
す
。（
オ
レ
ン
ジ
色
か
ら
藤
色

に
変
わ
り
ま
す
）

　

新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
し

た
ら
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
、
一
部
負
担
金
の
割

合
（
1
割
ま
た
は
3
割
）
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
一
部
負
担

金
の
割
合
は
、
平
成
25
年
中
の

所
得
に
応
じ
て
判
定
さ
れ
ま

す
。 被

保
険
者
証（
保
険
証
）の
更
新

被
保
険
者
証（
保
険
証
）の
更
新

保
険
料
に
つ
い
て

保
険
料
に
つ
い
て

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
「
減
額
認
定
証
」（
白
色
）

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
「
減
額
認
定
証
」（
白
色
）

8
月
1
日
か
ら
森
町
国
民

健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

8
月
1
日
か
ら
森
町
国
民

健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

被
保
険
者
証（
保
険
証
）

被
保
険
者
証（
保
険
証
）

【前年の総所得金額等－基礎控除額（33万円）】
×所得割率（7.57％）

均等割額

賦課限度額

所得割額

平成26年度の保険料 （均等割額＋所得割額）
38,500円

570,000円

後期高齢者支援金分と介護納付金分
の賦課限度額を２万円ずつ引き上げ
ます。

改正後

16万円

14万円

改正前

14万円

12万円

後期高齢者支援金分

介 護 納 付 金 分

※基礎課税分（51万円）は変更ありません。

賦課限度額の見直し

低所得者に対する軽減の拡充

①2割軽減の拡大
【現　行】基準額…33万円＋35万円×被保険者数
　　　　　　　　 　（給与収入＝約223万円・3人世帯） 
【改正後】基準額…33万円＋45万円×被保険者数
　　　　　　　　 　（給与収入＝約266万円・3人世帯） 
②5割軽減の拡大
【現　行】基準額…33万円＋24.5万円
　　　　　　　　　　×（被保険者数－世帯主）
　　　　　　　　 　（給与収入＝約147万円・3人世帯）
【改正後】基準額…33万円＋24.5万円×被保険者数
　　　　　　　　 　（給与収入＝約178万円・3人世帯）

①

②

　

国
が
進
め
る
「
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
」
の
中
で
、
「
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
の
確
立
を
図
る
た
め
の
改
革

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
、
国
民
健

康
保
険
税
の
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
お

よ
び
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
の
方
針

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
地
方
税
法
な
ど
が
一

部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
森
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
が
改
正
さ
れ
、
低

所
得
者
に
対
す
る
軽
減
の
拡
充
と
賦
課

限
度
額
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
必
要
な
人
は
交
付
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
必
要
な
人
は
交
付
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い

保
険
料
額

収入

改正内容※ 給与収入・3人世帯の場合
所得割・資産割
均等割・平等割

98万円

147万円 223万円

7割軽減 5割軽減 2割軽減

対象者
を拡大

178万円 266万円
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結
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民
ア
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結
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家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

診
療
案
内

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

診
療
案
内

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

10
の
特
長

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

10
の
特
長

新
任
所
長
あ
い
さ
つ

新
任
所
長
あ
い
さ
つ

　

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
患

者
さ
ん
の
年
齢
や
性
別
、
病
気
の
内
容

に
関
わ
ら
ず
、
何
で
も
気
軽
に
受
診
や

相
談
で
き
る
医
療
の
場
の
提
供
と
家
庭

医
の
養
成
を
目
指
し
て
平
成
23
年
12
月

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

な
ど
か
ら
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
、
ど
ん

な
時
に
受
診
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ま
だ

充
分
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ

こ
で
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
知
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

今
年
1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
地
域

医
療
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で
家
庭
医
療
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
関
係
す
る
部
分
に
つ
い
て
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
対
象
者

5
0
0
人
中
、
回
答
者
2
7
5
人
）

●
家
庭
医
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?

　

●
「
あ
る
」
70
・
0
％

　

●
「
な
い
」
30
・
0
％

●
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

受
診
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?

　

●
「
あ
る
」
20
・
0
％

　

●
「
な
い
」
80
・
0
％

●
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

受
診
し
た
理
由
は
?

●
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

診
療
に
満
足
し
て
い
ま
す
か
?

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
自
由
意
見
の
中
で
多
か
っ
た
も
の

●
「
森
町
病
院
と
家
庭
医
療
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
ど
ち
ら
に
受
診
し
た
ら

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

●「
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
ど

ん
な
時
に
か
か
れ
ば
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
」

　
　
　

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

っ
て
ど
こ
が
や
っ
て
る
の
?

　
　
　

開
設
者
は
森
町
長
で
、
公
立
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。

　
　
　

森
町
病
院
と
ど
ち
ら
に

か
か
れ
ば
い
い
の
?

　
　
　

森
町
病
院
に
は
次
の
図
の
よ
う

な
役
割
が
あ
り
ま

す
。
特
に
症
状
が

重
く
な
け
れ
ば
、

家
庭
医
療
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
受
診
す

る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
　

　
　
　

ど
ん
な
病
気
を
診
て
く
れ
る
の
?

　
　

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
病
気
の
受
診
が
で
き
ま

す
。（
か
ぜ
の
症
状
、
子
ど
も
の
病

気
、
皮
膚
病
、
関
節
痛
、
婦
人
病
、

こ
こ
ろ
の
病
気
、
軽
い
ケ
ガ
な
ど
）

※
歯
の
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
。　

　
　
　

そ
の
ほ
か
に
ど
う
い
う
こ
と
を

や
っ
て
い
る
の
?

　
　
　

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

予
防
接
種
、
乳
児
健
診
、
特
定
健
診

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
希
望

に
よ
り
在
宅
診
療
や
往
診
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

　

ど
ん
な
と
き
に

　
　

か
か
れ
ば
い
い
の
?

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

　

ど
ん
な
と
き
に

　
　

か
か
れ
ば
い
い
の
?

　

森
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

7
月
か
ら
、
前
任
の
藤
岡
所
長
に
代
わ

り
森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
所
長

を
拝
命
し
ま
し
た
堀
江
で
す
。
当
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
全
国
に
先
駆
け
て
作
ら
れ
た

家
庭
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
修
施
設

で
す
。
世
界
に
通
用
す
る
家
庭
医
の
養

成
と
、
森
町
の
医
療
を
支
え
る
と
い
う

2
つ
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
診
療
科
目

内
科
・
心
療
内
科
・
外
科
・
整
形
外

科
・
小
児
科
・
婦
人
科
・
皮
膚
科
・

精
神
科

●
診
療
日

所長
堀江　典克 医師

※
国
民
の
祝
日
、
休
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）
は
休
診

と
な
り
ま
す
。

●
診
療
時
間

　

●
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　

●
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
5
時

※
原
則
予
約
制
で
す
。

　

電
話
で
の

　

予
約
も

　

可
能
で
す
。

●
医
師
数

　

●
14
人
（
非
常
勤
を
含
む
）

う
ち
家
庭
医
研
修
医
（
レ
ジ
デ
ン

ト
）
4
人

施
設
が
新
し
く
て
清
潔
で
す
。

予
約
制
な
の
で
待
ち
時
間
が
比
較

的
短
く
て
済
み
ま
す
。

ほ
ぼ
ど
ん
な
病
気
で
も
診
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

て
い
ね
い
な
診
察
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

森
町
に
は
な
い
婦
人
科
の
診
察
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

複
数
の
病
気
を
持
っ
て
い
る
場
合

で
も
、
一
人
の
医
師
が
診
ま
す
。

（
い
ろ
い
ろ
な
科
を
回
ら
な
く
て

よ
い
）

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
家
族

一
緒
に
受
診
で
き
ま
す
。

女
性
医
師
が
多
く
、
女
性
の
患
者

さ
ん
は
か
か
り
や
す
い
と
思
い
ま

す
。

来
院
で
き
な
い
場
合
は
、
在
宅
診

療
も
可
能
で
す
。

予
防
接
種
、
乳
児
健
診
、
特
定
健

診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

質
問

答
え

質
問

答
え

質
問

答
え

質
問

答
え

森町病院の主な役割

専門外来
入院 手術 救急

月
火
水
木
金
土
日

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
×
○
×
×

午 

前
午 

後

大
き
な
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
前
に

予
防
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

一
度
受
診
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１１2233445566

7788991010

こ
ん
な
と
こ
ろ

は
、

※
い
ず
れ
も
事
前
に
お
電
話
い

た
だ
け
れ
ば
、
受
診
に
つ
い

て
の
ご
相
談
に
応
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
患

者
さ
ん
の
年
齢
や
性
別
、
病
気
の
内
容

に
関
わ
ら
ず
、
何
で
も
気
軽
に
受
診
や

相
談
で
き
る
医
療
の
場
の
提
供
と
家
庭

医
の
養
成
を
目
指
し
て
平
成
23
年
12
月

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

な
ど
か
ら
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
、
ど
ん

な
時
に
受
診
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ま
だ

充
分
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ

こ
で
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
知
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

今
年
1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
地
域

医
療
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で
家
庭
医
療
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
関
係
す
る
部
分
に
つ
い
て
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
対
象
者

5
0
0
人
中
、
回
答
者
2
7
5
人
）

●
家
庭
医
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?

　

●
「
あ
る
」
70
・
0
％

　

●
「
な
い
」
30
・
0
％

●
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

受
診
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?

　

●
「
あ
る
」
20
・
0
％

　

●
「
な
い
」
80
・
0
％

●
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

受
診
し
た
理
由
は
?

●
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

診
療
に
満
足
し
て
い
ま
す
か
?

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
自
由
意
見
の
中
で
多
か
っ
た
も
の

●
「
森
町
病
院
と
家
庭
医
療
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
ど
ち
ら
に
受
診
し
た
ら

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

●「
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
ど

ん
な
時
に
か
か
れ
ば
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
」

　
　
　

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

っ
て
ど
こ
が
や
っ
て
る
の
?

　
　
　

開
設
者
は
森
町
長
で
、
公
立
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。

　
　
　

森
町
病
院
と
ど
ち
ら
に

か
か
れ
ば
い
い
の
?

　
　
　

森
町
病
院
に
は
次
の
図
の
よ
う

な
役
割
が
あ
り
ま

す
。
特
に
症
状
が

重
く
な
け
れ
ば
、

家
庭
医
療
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
受
診
す

る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
　

　
　
　

ど
ん
な
病
気
を
診
て
く
れ
る
の
?

　
　

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
病
気
の
受
診
が
で
き
ま

す
。（
か
ぜ
の
症
状
、
子
ど
も
の
病

気
、
皮
膚
病
、
関
節
痛
、
婦
人
病
、

こ
こ
ろ
の
病
気
、
軽
い
ケ
ガ
な
ど
）

※
歯
の
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
。　

　
　
　

そ
の
ほ
か
に
ど
う
い
う
こ
と
を

や
っ
て
い
る
の
?

　
　
　

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

予
防
接
種
、
乳
児
健
診
、
特
定
健
診

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
希
望

に
よ
り
在
宅
診
療
や
往
診
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

　

ど
ん
な
と
き
に

　
　

か
か
れ
ば
い
い
の
?

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

　

ど
ん
な
と
き
に

　
　

か
か
れ
ば
い
い
の
?

　

森
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

7
月
か
ら
、
前
任
の
藤
岡
所
長
に
代
わ

り
森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
所
長

を
拝
命
し
ま
し
た
堀
江
で
す
。
当
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
全
国
に
先
駆
け
て
作
ら
れ
た

家
庭
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
修
施
設

で
す
。
世
界
に
通
用
す
る
家
庭
医
の
養

成
と
、
森
町
の
医
療
を
支
え
る
と
い
う

2
つ
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
診
療
科
目

内
科
・
心
療
内
科
・
外
科
・
整
形
外

科
・
小
児
科
・
婦
人
科
・
皮
膚
科
・

精
神
科

●
診
療
日

所長
堀江　典克 医師

※
国
民
の
祝
日
、
休
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）
は
休
診

と
な
り
ま
す
。

●
診
療
時
間

　

●
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　

●
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
5
時

※
原
則
予
約
制
で
す
。

　

電
話
で
の

　

予
約
も

　

可
能
で
す
。

●
医
師
数

　

●
14
人
（
非
常
勤
を
含
む
）

う
ち
家
庭
医
研
修
医
（
レ
ジ
デ
ン

ト
）
4
人

施
設
が
新
し
く
て
清
潔
で
す
。

予
約
制
な
の
で
待
ち
時
間
が
比
較

的
短
く
て
済
み
ま
す
。

ほ
ぼ
ど
ん
な
病
気
で
も
診
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

て
い
ね
い
な
診
察
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

森
町
に
は
な
い
婦
人
科
の
診
察
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

複
数
の
病
気
を
持
っ
て
い
る
場
合

で
も
、
一
人
の
医
師
が
診
ま
す
。

（
い
ろ
い
ろ
な
科
を
回
ら
な
く
て

よ
い
）

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
家
族

一
緒
に
受
診
で
き
ま
す
。

女
性
医
師
が
多
く
、
女
性
の
患
者

さ
ん
は
か
か
り
や
す
い
と
思
い
ま

す
。

来
院
で
き
な
い
場
合
は
、
在
宅
診

療
も
可
能
で
す
。

予
防
接
種
、
乳
児
健
診
、
特
定
健

診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

質
問

答
え

質
問

答
え

質
問

答
え

質
問

答
え

森町病院の主な役割

専門外来
入院 手術 救急

月
火
水
木
金
土
日

○
○
○
○
○
×
×

○
○
○
×
○
×
×

午 

前
午 

後

大
き
な
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
前
に

予
防
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

一
度
受
診
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１１2233445566

7788991010

こ
ん
な
と
こ
ろ

は
、

※
い
ず
れ
も
事
前
に
お
電
話
い

た
だ
け
れ
ば
、
受
診
に
つ
い

て
の
ご
相
談
に
応
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。



　

森
町
茶
商
組
合
の
長
田
辰
美
組
合
長

と
島
謙
造
副
組
合
長
は
６
月
９
日
、
教

育
委
員
会
を
訪
れ
、
町
内
の
保
育
園
や

幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
給
食
用
に
と
、

比
奈
地
教
育
長
に
お
茶
の
テ
ィ
ー
バ
ッ

グ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に

お
茶
に
親
し
む
習
慣
を
身
に
付
け
、
地

元
の
お
茶
を
毎
日
飲
ん
で
も
ら
い
た
い

と
、
20
年
以
上
前
か
ら
毎
年
寄
贈
し
続

け
て
い
ま
す
。
今
年
も
新
茶
3
0
0
キ

ロ
グ
ラ
ム
分
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
が
用
意

さ
れ
、
長
田
組
合
長
は
「
年
々
、
各
学

校
か
ら
の
お
茶
の
提
供
要
望
が
増
え
大

変
う
れ
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
地

元
の
お
茶
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
森
の
茶
の
宣
伝
マ
ン
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
お
茶
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ

が
詰
ま
っ
た
箱
を
手
渡
し
ま
し
た
。

  

　

６
月
10
日
、
６
月
の
健
診
受
診
強
化

月
間
に
合
わ
せ
、
ピ
ア
ゴ
森
店
の
出
入

り
口
で
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
西
部

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員
２
人
と
、
役

場
保
健
福
祉
課
職
員
２
人
が
、
県
の
健

康
づ
く
り
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ち
ゃ
っ
ぴ
ー
」
と
と
も
に
健
診
受
診

の
啓
発
グ
ッ
ズ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
を
し
な
が
ら
、
買
い
物
を
済
ま
せ
た

お
客
さ
ん
約
1
5
0
人
に
特
定
健
診
や

が
ん
検
診
の
積
極
的
な
受
診
を
勧
め
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
７
月
14
日
か
ら
７
月
30
日

ま
で
の
期
間
（
日
祝
を
除
く
）
、
中
央

体
育
館
と
三
倉
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
総
合
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
生
活
習

慣
病
や
が
ん
予
防
の
た
め
に
年
に
１
回

は
健
診
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

袋
井
消
防

本
部
は
少
年

消
防
ク
ラ
ブ

の
編
成
式
を

６
月
11
日
に

宮
園
小
学
校

で
、
12
日
に

森
小
学
校
で

行
い
ま
し
た
。

今
年
度
ク
ラ
ブ
員
と
な
っ
た
の
は
宮
園

小
学
校
の
４
年
生
11
人
と
森
小
学
校
の

４
年
生
19
人
。
鈴
木
哲
司
森
分
署
長
や

鈴
木
克
弘
袋
井
保
安
管
理
協
会
長
、
校

長
先
生
の
お
話
の
後
、
防
火
・
防
災
の

知
識
が
掲
載
さ
れ
た
少
年
消
防
手
帳
と

ク
ラ
ブ
員
章
を
受
け
取
っ
た
児
童
ら
は

「
火
災
予
防
を
学
び
、
火
遊
び
は
絶
対

し
ま
せ
ん
」
な
ど
の
防
火
の
誓
い
を
全

員
で
唱
和
し

ま
し
た
。
児

童
ら
は
、
同

消
防
本
部
で

の
体
験
学
習

な
ど
を
通
し

て
、
１
年
間

防
火
や
防
災

に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　

森
町
消
防
団
消
防
操
法
査
閲
大
会
が

６
月
22
日
、
太
田
川
親
水
公
園
で
開
か

れ
、
５
つ
の
分
団
か
ら
約
2
5
0
人
の

団
員
が
参
加
し
、
来
賓
や
Ｏ
Ｂ
、
住
民

ら
が
見
守
る
中
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
・

ポ
ン
プ
車
操
法
の
２
部
門
を
披
露
し
、

日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
操
法
で
は
、
集
中
力
を
維
持
し
、

火
点
め
が
け
て
の
放
水
や
、
節
度
や
切

れ
の
あ
る
動
き
に
、
会
場
内
か
ら
盛
ん

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

  

○
小
型
ポ
ン
プ
操
法

　

第
１
位　

第
４
分
団
（
園
田
） 

　

第
２
位　

第
３
分
団
（
一
宮
）

　

第
３
位　

第
５
分
団
（
飯
田
）

  

○
ポ
ン
プ
車
操
法

　

第
１
位　

第
４
分
団
（
園
田
）

　

第
２
位　

第
３
分
団
（
一
宮
）

   

第
３
位　

第
５
分
団
（
飯
田
）

教育長にお茶を寄贈する長田組合長（左）たち

啓発活動の様子

消防操法を披露する団員たち

森分署長からクラブ員章を受け取る児童（森小）

防火の誓いを暗唱（宮園小）

健
診
受
診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施

森
町
消
防
団
査
閲
大
会

訓
練
の
成
果
を
披
露

地
域
の
防
火
リ
ー
ダ
ー
誕
生

「
森
の
茶
」を
子
ど
も
た
ち
に

　

12
月
６
日
に
静
岡
市
で
開
催
さ
れ
る

第
15
回
記
念
静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
に
向
け
森
町
実
行
委
員
会
は
５

月
28
日
、
中
央
体
育
館
で
初
会
合
を
開

き
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
比
奈
地
敏
彦

教
育
長
か
ら
委
嘱
状
を
手
渡
さ
れ
た
小

澤
哲
夫
実
行
委
員
長
が
「
今
年
は
記
念

大
会
で
す
。
良
い
選
手
の
発
掘
に
も
力

を
入
れ
、
練
習
を
し
っ
か
り
と
積
み
、

み
な
さ
ん
と
一
丸
と
な
り
、
入
賞
に
む

け
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
実
行
委

員
ら
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、
事

務
局
か
ら
は
39
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
こ

と
や
、
大
会
要
綱
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
会
議
終
了
後
に
は
、
総
務
広

報
部
と
選

手
強
化
部

の
各
部
会

に
分
か
れ
、

大
会
準
備

や
練
習
方

法
な
ど
に

つ
い
て
の

確
認
が
さ

れ
、
15
回

大
会
に
む

け
ス
タ
ー

ト
が
き
ら

れ
ま
し
た
。

　

森
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
大
髙

榮
次
会
長
）
は
５
月
30
日
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
へ
届
け
る
手
作
り
弁
当
約

3
0
0
個
を
作
り
ま
し
た
。
各
地
区
の

民
生
児
童
委
員
46
人
は
、
地
元
で
採
れ

た
新
鮮
な
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、

彩
り
豊
か
な
お
弁
当
を
完
成
さ
せ
、
各

地
区
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ

届
け
ま
し
た
。
町
の
高
齢
化
率
は

2
9
・
5
％
と
高
く
年
々
ひ
と
り
暮
ら

し
を
す
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

安
否
確
認
と
ふ
れ
あ
い
を
兼
ね
て
の
お

弁
当
の
配
達
に
「
お
い
し
い
お
弁
当
を

あ
り
が
と
う
。
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
訪
問
を
受
け
た
高
齢
者
は
お

弁
当
を
手
に
し
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

川
勝
平
太
知
事
の
広
聴
会
「
平
太
さ

ん
と
語
ろ
う
」
が
５
月
30
日
、
袋
井
市

上
山
梨
の
月
見
の
里
学
遊
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
袋
井
市
と
森
町
か
ら
発
言
者

６
人
が
川
勝
知
事
と
共
に
壇
上
に
登
場

し
、
現
在
活
動
し
て
い
る
内
容
の
報
告

を
交
え
な
が
ら
知
事
と
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
町
か
ら
は
、
農
業
の
石

橋
宏
高
さ
ん
（
39
歳
）
と
Ｓ
Ｒ
ク
リ
ー

ン
の
会
の
星
島
泰
周
さ
ん
（
40
歳
）
の

２
人
の
発
言
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
石

橋
さ
ん
は
、
実
践
し
て
き
た
地
元
農
業

と
食
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
熱
く
報

告
し
、
農
業
の
担
い
手
不
足
に
つ
い
て

「
が
ん
ば
る
新
農
業
人
支
援
事
業
」
の

継
続
を
要
望
し
ま
し
た
。
星
島
さ
ん
は
、

レ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
で
の
天

浜
線
沿
線
の
清
掃
や
草
刈
り
、
芝
桜
の

植
樹
な
ど
を
報
告
し
、
知
事
に
は
天
浜

線
に
乗
っ
て
多
く
の
人
が
来
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、

森
町
の
魅
力

を
日
本
各
地
、

世
界
各
国
へ

宣
伝
し
て
い

た
だ
き
た
い

と
要
望
し
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
雨
の
多
く
な
る
時
期
に
備

え
６
月
１
日
、
森
地
区
薄
場
町
内
会
を

対
象
に
土
砂
災
害
に
対
す
る
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
訓
練
は
、
梅
雨
前
線

が
発
達
し
大
雨
洪
水
警
報
が
出
た
後
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
、
避

難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
、

住
民
約
40
人
が
参
加
し
、
消
防
団
第
２

分
団
員
、
県
職
員
、
町
職
員
を
合
わ
せ

約
60
人
で
実
施
し
ま
し
た
。
住
民
ら
は

午
前
10
時
の
同
報
無
線
の
訓
練
避
難
勧

告
発
令
と
と
も
に
組
の
避
難
場
所
か
ら

町
内
会
の
避
難
所
の
公
民
館
へ
移
動
し

ま
し
た
。
避
難
所
で
は
、
県
砂
防
課
と

袋
井
土
木
事
務
所
職
員
に
よ
る
土
砂
災

害
時
の
対
応
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
行

わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
真
剣
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

委嘱状を受け取る小澤実行委員長（右）

彩り豊かなお弁当を作る民生児童委員ら

避難所での説明会の様子

知事広聴会の様子

し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝

上
位
を
目
指
し
ス
タ
ー
ト
を
き
る

真
心
の
こ
も
っ
た
お
弁
当
を

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
給
食
サ
ー
ビ
ス

知
事
広
聴

「
平
太
さ
ん
と
語
ろ
う
」を
開
催

土
砂
災
害
に
対
す
る

防
災
訓
練
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森
町
茶
商
組
合
の
長
田
辰
美
組
合
長

と
島
謙
造
副
組
合
長
は
６
月
９
日
、
教

育
委
員
会
を
訪
れ
、
町
内
の
保
育
園
や

幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
給
食
用
に
と
、

比
奈
地
教
育
長
に
お
茶
の
テ
ィ
ー
バ
ッ

グ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に

お
茶
に
親
し
む
習
慣
を
身
に
付
け
、
地

元
の
お
茶
を
毎
日
飲
ん
で
も
ら
い
た
い

と
、
20
年
以
上
前
か
ら
毎
年
寄
贈
し
続

け
て
い
ま
す
。
今
年
も
新
茶
3
0
0
キ

ロ
グ
ラ
ム
分
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
が
用
意

さ
れ
、
長
田
組
合
長
は
「
年
々
、
各
学

校
か
ら
の
お
茶
の
提
供
要
望
が
増
え
大

変
う
れ
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
地

元
の
お
茶
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
森
の
茶
の
宣
伝
マ
ン
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
お
茶
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ

が
詰
ま
っ
た
箱
を
手
渡
し
ま
し
た
。

  

　

６
月
10
日
、
６
月
の
健
診
受
診
強
化

月
間
に
合
わ
せ
、
ピ
ア
ゴ
森
店
の
出
入

り
口
で
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
西
部

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員
２
人
と
、
役

場
保
健
福
祉
課
職
員
２
人
が
、
県
の
健

康
づ
く
り
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ち
ゃ
っ
ぴ
ー
」
と
と
も
に
健
診
受
診

の
啓
発
グ
ッ
ズ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
を
し
な
が
ら
、
買
い
物
を
済
ま
せ
た

お
客
さ
ん
約
1
5
0
人
に
特
定
健
診
や

が
ん
検
診
の
積
極
的
な
受
診
を
勧
め
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
７
月
14
日
か
ら
７
月
30
日

ま
で
の
期
間
（
日
祝
を
除
く
）
、
中
央

体
育
館
と
三
倉
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
総
合
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
生
活
習

慣
病
や
が
ん
予
防
の
た
め
に
年
に
１
回

は
健
診
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

袋
井
消
防

本
部
は
少
年

消
防
ク
ラ
ブ

の
編
成
式
を

６
月
11
日
に

宮
園
小
学
校

で
、
12
日
に

森
小
学
校
で

行
い
ま
し
た
。

今
年
度
ク
ラ
ブ
員
と
な
っ
た
の
は
宮
園

小
学
校
の
４
年
生
11
人
と
森
小
学
校
の

４
年
生
19
人
。
鈴
木
哲
司
森
分
署
長
や

鈴
木
克
弘
袋
井
保
安
管
理
協
会
長
、
校

長
先
生
の
お
話
の
後
、
防
火
・
防
災
の

知
識
が
掲
載
さ
れ
た
少
年
消
防
手
帳
と

ク
ラ
ブ
員
章
を
受
け
取
っ
た
児
童
ら
は

「
火
災
予
防
を
学
び
、
火
遊
び
は
絶
対

し
ま
せ
ん
」
な
ど
の
防
火
の
誓
い
を
全

員
で
唱
和
し

ま
し
た
。
児

童
ら
は
、
同

消
防
本
部
で

の
体
験
学
習

な
ど
を
通
し

て
、
１
年
間

防
火
や
防
災

に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　

森
町
消
防
団
消
防
操
法
査
閲
大
会
が

６
月
22
日
、
太
田
川
親
水
公
園
で
開
か

れ
、
５
つ
の
分
団
か
ら
約
2
5
0
人
の

団
員
が
参
加
し
、
来
賓
や
Ｏ
Ｂ
、
住
民

ら
が
見
守
る
中
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
・

ポ
ン
プ
車
操
法
の
２
部
門
を
披
露
し
、

日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
操
法
で
は
、
集
中
力
を
維
持
し
、

火
点
め
が
け
て
の
放
水
や
、
節
度
や
切

れ
の
あ
る
動
き
に
、
会
場
内
か
ら
盛
ん

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

  

○
小
型
ポ
ン
プ
操
法

　

第
１
位　

第
４
分
団
（
園
田
） 

　

第
２
位　

第
３
分
団
（
一
宮
）

　

第
３
位　

第
５
分
団
（
飯
田
）

  

○
ポ
ン
プ
車
操
法

　

第
１
位　

第
４
分
団
（
園
田
）

　

第
２
位　

第
３
分
団
（
一
宮
）

   

第
３
位　

第
５
分
団
（
飯
田
）

教育長にお茶を寄贈する長田組合長（左）たち

啓発活動の様子

消防操法を披露する団員たち

森分署長からクラブ員章を受け取る児童（森小）

防火の誓いを暗唱（宮園小）

健
診
受
診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施

森
町
消
防
団
査
閲
大
会

訓
練
の
成
果
を
披
露

地
域
の
防
火
リ
ー
ダ
ー
誕
生

「
森
の
茶
」を
子
ど
も
た
ち
に
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

火ひおこしと勾玉作りを体験
宮園小学校で5月29日、県埋蔵文化財センター

の出前講座があり、6年生45人が火おこしと勾玉
作りを体験しました。児童らは、講師の先生から人
類は火によってさまざまな恩恵を受けていること
や、勾玉についての説明を受けました。その後、火
のおこし方を教わると、懸命に棒を回転させ苦労し
ながらも火をおこしました。また、勾玉作りでは棒や
すりで形を整え、紙やすりで丁寧に表面を仕上げ
ると、お互いにできばえを比べて楽しみました。

楽
がく

に合わせて伝統の御田植披露
民俗芸能・民俗行事公開大会として、小國神社

に伝わる「御田植祭（菖蒲祭）」が6月1日、一宮の
神
しん せん でん

饌田で行われ、「御田植行事」が披露されまし
た。神事の後、氏子青年会OBがふんする代かき
牛が登場。雌雄木彫りの頭をつけた牛が子孫繁
栄・諸業繁盛を祈りました。また、旭が丘中学校の
生徒12人が五

さ お と め

月女、五
さ お と こ

月男の装束をまとい、御田
植の楽に合わせて苗を頭上にあげたり体をひねっ
たりする伝統の所作で苗を植えていきました。

これで安心、水道無料点検
森町水道指定工事店組合は6月1日から7日ま

での水道週間に合わせて6月4日、町内の一般家
庭や町内の小学校を対象に、給水装置などの無
料点検・修理を行いました。組合加盟5業者の組
合員が参加し、3つのグループに分かれて、事前
に申込みのあった11の家庭と小学校3校を訪問。
台所や洗面台の蛇口など水回りの不具合の相談
にのり、水漏れ箇所の点検・修理を手際よくこなし
ました。

▲火おこしを体験する児童

▲飯田小で点検をする組合員

◀御田植の様子

代かきをする牛▶
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

大阪交響楽団コンサート
6月13日、文化会館大ホールで大阪交響楽団

オーケストラ（64人編成）の演奏会があり、町内の
小中学校の児童生徒たちが一流の演奏に耳を傾
けました。これは、文化庁が主催する「文化芸術
による子供の育成事業」として行われている巡回
公演で、今回実施校に三倉小が決定したため、
町内の小中学校に呼び掛け、地域や保護者の人
も含め約670人が集まりました。演奏会では楽器
のわかりやすい紹介や、全員でオーケストラと共に

「ビリーブ」を合唱したり、校歌を演奏してもらい
歌ったりする場面もあり、楽しく鑑賞しました。

一宮で田植え体験と生き物観察
6月13日、一宮幼稚園の年長・年中園児18人が

一宮の水と環境を守る会の協力で田植え体験を
行いました。園児らは裸足で田に入り会員の指導
を受けながら楽しくもち米の苗を植えました。また6
月19日には、同会の協力で生き物観察会が一宮
の用水路で行われ、宮園小学校5年生54人が参
加しました。タモでメダカやタナゴ、ドジョウなどを捕
まえて観察しました。後日、自然環境と農業につい
ての学習会も行い理解を深めました。

全校児童が協力、
昔ながらの田植え体験

天方小学校の全校児童47人が6月16日、同校
近くの水田でもち米の田植えを行いました。同校で
は毎年、年間を通じて米作り体験を行っており、
今年も4、5年生が事前に代かきをして準備してきま
した。児童らは裸足で泥の感触を味わいながら、
上級生と下級生が協力して丁寧に苗を植えていき
ました。もち米は秋に収穫し、保護者と一緒にもち
つき会を開催する予定です。

▲演奏に聴き入る児童・生徒

生き物を採取する児童▶

◀田植えに
　挑戦する園児

田植えをする児童▶

◀代かきをする児童
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太
田
川
原
野
谷
川
治
水
水
防
組

合
（
組
合
管
理
者
原
田
英
之
袋
井

市
長
）
は
6
月
8
日
、
森
地
内
の

太
田
川
親
水
公
園
で
水
防
技
術
を

高
め
る
水
防
演
習
を
実
施
し
ま
し

た
。
演
習
に
は
組
合
を
構
成
す
る

3
市
1
町
（
袋
井
・
磐
田
・
掛
川
・

森
）
の
各
水
防
団
、
袋
井
市
消
防

本
部
、
袋
井
警
察
署
、
南
町
自
主

防
災
会
な
ど
約
3
8
0
人
が
参

加
。
大
型
台
風
接
近
に
よ
り
、
太

田
川
の
水
位
が
急
激
に
上
昇
し
、

南
町
付
近
の
堤
防
が
決
壊
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
い
う
想
定

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
災

害
対
策
本
部
の
指
令
を

受
け
た
各
水
防
団
は
、

「
土
の
う
こ
し
ら
え
作
業
」
や
堤
防

決
壊
を
防
ぐ
「
シ
ー
ト
張
り
工
」

「
月
の
輪
工
」
な
ど
の
水
防
工
法
を

手
際
よ
く
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
今
年
は
町
特
産
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
使
っ
た
炊
き
出
し

や
避
難
訓
練
、
緊
急
電
力
施
設
復

旧
、
緊
急
電
話
架
設
、
県
消
防
防

災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
救
助
訓
練
な
ど
も
披
露
さ
れ
、

様
々
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
の

関
係
機
関
と
の
連
絡
や
指
揮
系
統

の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

台
風
な
ど
の

災
害
に
備
え

台
風
な
ど
の

災
害
に
備
え

水
防
演
習

水
防
演
習

▲避難訓練をする南町自主防災会

出動者を巡
じゅん

閲
えつ

する正副管理者

中部電力㈱による電力復旧作業

ＮＴＴ西日本㈱による電話回線復旧後の記念通話

◀「土のうこしらえ作業」「月の輪工」を実施する水防団員▲ ▲炊き出し訓練をする森町赤十字奉仕団

▲救助訓練をする県消防防災航空隊
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天
宮
神
社
の
舞
楽
を

　
　
　
　

国
分
寺
遺
跡
で
披
露　

　

６
月
14
日
に

磐
田
市
で
行
わ

れ
た
今
年
９

回
目
と
な
る

「
２
０
１
４
国

分
寺
ま
つ
り
Ｉ

Ｎ
遠
江
」に
、同

実
行
委
員
会
の

依
頼
を
受
け
、

天
宮
神
社
十
二

段
舞
楽
保
存
会

（
鈴
木
丑
雄
会
長
）が

出
演
し
、遠
江
国
の

国
府
で
あ
っ
た
由
緒

あ
る
国
分
寺
遺
跡
で

「
太た
い
へ
い
ら
く

平
楽
」と「
獅し

し子
」

を
舞
い
、会
場
を
厳
か

な
空
気
に
包
み
ま
し

た
。開
演
前
の
あ
い
さ
つ
で
鈴
木
会
長
は「
天
宮

神
社
社
伝
で
は
、今
か
ら
約
１
３
０
０
年
前
の
慶

雲
年
間
に
都
か
ら
勅
使
が
参
り
、舞
を
伝
え
た

と
さ
れ
て
お
り
、国
分
寺
で
の
披
露
は
千
余
年
の

悠
久
の
歴
史
を
超
え
た
大
き
な
出
来
事
に
な

る
」と
話
し
ま
し
た
。

 

東と
う
き
ょ
う
が
く
そ

京
楽
所
と
森
町
の
舞
楽
が

　
　
　
　

  

同
じ
舞
台
で
公
演

　

同
、14
日
の
午
後
に
は
、文
化
会
館
開
館

二
十
周
年
記
念
と
し
て「
東
京
楽
所
雅
楽
」の
公

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
楽
所
と
は
、

１
９
７
８
年
に
宮
内
庁
式
部
職
楽
部
員
を
主
体

に
創
設
さ
れ
た
、国
内
最
大
規
模
で
芸
術
性
の

高
い
雅
楽
集
団
で
す
。公
演
は
二
部
構
成
で
、第

一
部
は
遠
江
国
一
宮
小
國
神
社
古
式
舞
楽
保
存

会
が「
延え
ん
ぶ舞
」「
色し
き
こ
う香
」を
、天
宮
神
社
十
二
段

舞
楽
保
存
会
が

「
太た
い
へ
い
ら
く

平
楽
」「
陵
り
ょ
う
お
う王
」

を
舞
い
ま
し
た
。第

二
部
で
は
、東
京
楽

所
に
よ
る
楽
器
紹

介
が
あ
り
、そ
の
後

「
平ひ
ょ
う
じ
ょ
う
ね
と
り

調
音
取
」

「
越え
て
ん
ら
く

天
楽
」「
陪ば
い
ろ臚
」

の
演
奏
。
舞
楽
は

「
万ま
ん
ざ
い
ら
く

歳
楽
」「
落ら
く
そ
ん蹲
」

が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。来
場

者
は
、荘
厳
な

演
奏
を
目
と

耳
で
楽
し
み

ま
し
た
。司
会

の
野
原
耕
二

音
楽
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
は「
西

の
小
國
神
社

の
舞
楽
は
左

舞
、東
の
天
宮
神
社
の
舞
楽
を
右
舞
と
す
る

両
社
一
対
の
舞
楽
が
伝
承
さ
れ
、当
時
の
都
の
ま

ち
づ
く
り
の

形
が
残
る
日

本
文
化
〝
伝

承
の
地
〟森
町

で
の
共
演
は

大
変
意
義
が

あ
る
」と
話
し

ま
し
た
。

　
　山

名
神
社
天
王
祭
舞
楽
公
演

　

7
月
20
日
に
、第
18
回
静
岡
県
民
俗

芸
能
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
が
、熱
海
市
に
あ
る
Ｍ

Ｏ
Ａ
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。同
館
の

能
楽
堂
で
13
時
か
ら
15
時
ま
で
、山
名
神

社
天
王
祭
舞
楽
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

入
場
無
料
。

　
　十
二
段
舞
楽
を
テ
ー
マ
に

京
都
で
公
開
講
座

　

９
月
14
日
に
、京
都
市
立
芸
術
大
学

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
の
主
催

で
、小
國
神
社
、天
宮
神
社
の
十
二
段
舞

楽
と
雅
楽
古
楽
譜
の
解
読
を
テ
ー
マ
に
公

開
講
座
を
行
い
ま
す
。古
楽
譜
の
復
元

（
千
年
前
の
舞
楽
を
復
元
）、両
神
社
の

舞
楽
保
存
会
と
京
都
芸
大
生
・
教
職
員

で
構
成
す
る
楽
団
と
の
合
同
演
奏
も
公

開
さ
れ
ま
す
。会
場
は
、京
都
市
西
文
化

会
館
ウ
エ
ス
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
す
。

　

▲獅子

▲太平楽を舞う様子

▲演奏する東京楽所

▼天宮神社の陵王

小國神社の色香▶ 
　

宮内庁式部職楽部の多
おおのただあき

忠輝さん（右）と
司会の野原さん

森
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　

☎
８
５
ー
１
１
１
２

問
い
合
わ
せ
先

お
知
ら
せ

11 広報もりまち　平成26年7月号
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ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
安
全
を　

つ
な
げ
て
広
げ
て　

事
故
ゼ
ロ
へ
」

普
段
か
ら
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
！！

　

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
外
出
す
る
時
は
自
発
光
式
反
射
材
を
身
に
つ
け
る
、
明
る
い

色
の
服
装
に
す
る
な
ど
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
え
や
す
い
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
へ
の
い
た
わ
り
の
気
持
ち
を
も
っ
て
安
全
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　

す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
着
用
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
体
格
に
合
っ
た
も
の
を
使
用
し
、
正
し
く
取
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

車
間
距
離
を
十
分
に
保
ち
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
た
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
町
民
全
員
で
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
安
全
利
用
５
則
を
守
っ
て
安
全
な
自
転
車
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

＊
自
転
車
安
全
利
用
５
則

１.
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

２.
車
道
は
左
側
を
通
行

３.
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行

４.
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

 

●
飲
酒
運
転
・
２
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止

　

 

●
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　

 

●
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・
安
全
確
認

５.
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

期　

間　

７
月
１１
日（
金
）
か
ら
７
月
２０
日（
日
）ま
で
の
１０
日
間

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
実
施
中
で
す
！

1234567問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
防
災
係　

1
8
5
ー
６
３
０
２

ご
存
じ
で
す
か
？

「
介
護
マ
ー
ク
」
と

「
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
制
度
」

問
い
合
わ
せ
先

森
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

1
8
5
ー
6
3
4
1

 E
-m
ail:houkatsu@

tow
n.m
orim
achi.shizuoka.jp

　

介
護
を
必
要
と
す
る

人
は
高
齢
化
の
進
行
に

と
も
な
い
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
特
に
認

知
症
の
人
の
介
護
は
、

他
の
人
か
ら
見
る
と
介

護
を
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
に
く
い
た
め
、
駅
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
な
ど
の
ト
イ
レ
で
付
き
添
う
と
き
な
ど
介

護
者
は
周
囲
か
ら
思
わ
ぬ
誤
解
や
偏
見
を
持

た
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
介
護
す
る
人
が
介
護
中
で
あ
る

こ
と
を
周
囲
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

作
成
さ
れ
た
の
が
介
護
マ
ー
ク
で
す
。
こ
の

マ
ー
ク
は
静
岡
県
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、

全
国
へ
の
普
及
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
や
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

人
は
、
必
要
に
応
じ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
外
出
先
で
こ
の
マ
ー
ク
を
見
か
け
た

ら
温
か
く
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
介
護
マ
ー
ク
は
高
齢
者
の
介
護
だ
け

で
は
な
く
、
障
害
の
あ
る
人
の
介
護
に
も
ご

利
用
で
き
ま
す
。

　

必
要
な
人
は
、
森
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

不
特
定
多
数
の
人
が
訪
れ
る
公
共
施
設

や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
店
舗
に

は
車
い
す
マ
ー

ク
の
駐
車
場
が

設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、

一
般
の
人
が
駐

車
場
を
利
用
し

て
し
ま
い
本
当

に
必
要
な
人
が

利
用
で
き
な
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
県
で
は
、
右
図
の
「
利
用
証
」

を
駐
車
時
に
車
内
の
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
に
掲

げ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
駐
車
場
の
適
正
利

用
を
図
る
取
組
「
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

歩
行
が
困
難
な
身
体
障
害
者
や
高
齢

者
・
妊
産
婦
も
含
め
た
人
々
に
は
保
健
福

祉
課
で
「
利
用
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
１
人
ひ
と
り
の
「
ゆ
ず
り
あ
い
」

の
心
が
大
切
で
す
。
こ
の
表
示
を
見
か
け

た
ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

「
介
護
マ
ー
ク
」

「
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
制
度
」

車いす常時利用者用 歩行が困難な人用
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公立森町病院 285-2181

informed
consent

もっくん説明をする花壇ボランティア 「かわせみ会」の友田さん

▲1

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
定
期
講
演
会

「
あ
す
の
森
く
ら
ぶ
」
開
催

　

当
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
最
新
の
情
報
を

分
か
り
や
す
く
提
供
し
、
健
康
増
進
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
偶
数
月
の

第
３
金
曜
日
に
「
あ
す
の
森
く
ら
ぶ
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
1
回
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

テ
ー
マ　
「
腰
痛
」

日　

時 

平
成
26
年
8
月
22
日（
金
）

 

18
時
30
分
〜
20
時

場　

所 

当
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

内　

容 

講
義
と
腰
痛
体
操　
　
　

定　

員　
 
先
着
２０
人

　
　
　

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、 

 

翌
月
再
度
開
催
し
ま
す
）

申　

込 

リ
ハ
ビ
リ
受
付
に
直
接
来
院 

 

ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み 

 

く
だ
さ
い
。

　

当
院
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
で
す
。

今
後
広
報
誌
な
ど
で
活
躍
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

中
遠
在
住
の
花
愛
好
家
24
人
が
、

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
登
録
し
た
病
院

玄
関
前
の
花
壇
を
見
学
し
ま
し
た
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
も
っ
く
ん
」
誕
生

「
中
遠
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
学
会

◆石松カップ（5年生）

宮園小 飯田青葉

６月１５日（日）／町営グランド
優 勝 中飯田ソフトボールクラブ
準 優 勝 一宮ソフトボールクラブ

※優勝した中飯田ソフトボールクラブは
８月１７日、県父親ソフトボール大会袋井
地区代表決定戦に出場します。

※園田、飯田チームは９月14日（日）に
袋井市で開催される２市１町50歳以上
ソフトボール大会に出場します。

６月６日（金）／中央体育館
※21シニアクラブから294人が参加　(敬称略）

優 勝 本町寿会Ｃ
準 優 勝 栄寿会Ｃ
3 位 円田八雲会Ｃ

優 勝 加藤市郎（本町寿会）
準 優 勝 森下晴男（本町寿会）
3 位 小澤彌一（草ケ谷クラブ）

６月１４日（土）／中央体育館
森町体育協会剣道部の精武館（白畑安信部
長）の協力で地元森町や三島市、袋井市など
から剣士を招いて、同大会を開催しました。
参加した12チーム、約130人の小中学生は、
日頃の練習の成果を発揮して熱戦を繰り広
げ、互いの親睦と交流を深め合いました。

団体戦

個人戦

６月１日（日）／町営グランド
優 勝 園田チーム
準 優 勝 飯田チーム



ゲスト

森町文化会館開館２０周年記念
「ふるさと自慢うた自慢」公開録音「ふるさと自慢うた自慢」公開録音

観覧者募集
森町とＮＨＫ静岡放送局では、文化会館の開館20周年を記念して
NHKラジオ番組「ふるさと自慢うた自慢」の公開録音を実施します。

と　き ９月１２日（金）17:40～20:00（予定）
 （開場17:00）
ところ 文化会館大ホール
入場料 無料（ただし入場整理券が必要）
出演者 地元出演者の皆さん
司　会 吉田浩NHKアナウンサー
主　催 ＮＨＫ静岡放送局・浜松支局、森町

☎054-274-1000（平日9:30～18:00）
ホームページ http://www.nhk.or.jp/shizuoka/ＮＨＫ静岡放送局

◉「ふるさと自慢うた自慢」　 １０月１８日（土）16:05～16:55
◉「ふるさと自慢コンサート」 １０月２５日（土）16:05～16:55

　満１歳以上のお子さんから入場整理券（1枚で2人まで入場可）
が必要です。郵便往復はがきに次の事項を記入してお申し込みく
ださい。（応募者多数の場合は抽選となります）
【往信裏面】 ①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号
【返信表面】 ①郵便番号　②住所　③名前　（返信裏面は何も記入しない）

※当選は１人１通まで。郵便往復はがき以外での応募や記入もれのあるはがきは抽選
の対象外です。転売を目的としたお申し込みは固くお断りします。

※ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡のほか、受信料のお願いに使
用させていただくことがあります。

締め切り　8月20日（水） 必着

走 

裕
介

川
中
美
幸

申
込
方
法

問い合わせ

宛て先　〒420-8721（住所不要）
　　　　ＮＨＫ静岡放送局 「ふるさと自慢うた自慢」係

放送
予定

NHKラジオ第１、国際放送

   森町文化会館 185－1111
   （9:00～17:00、月曜休館）
　※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日

問

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館）
　※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日
問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

※取扱時間などは各販売所にお問合せ
ください。

チケット購入の
ご注意

日
8/10 土

9/6

日
9/21 開場 15:30

開演 16:00 土
11/22

主催 ： 静岡県文化財団、森町
ミキホール文化振興会、静岡県
後援 ： 静岡県教育委員会、森
町教育委員会、森町文化協会
チケット販売所 ： 森町文化会館
/グランシップチケットセンター

主催 ： 森町ミキホール文化振興会
チケット販売所 ： 森町文化会館/袋井市月
見の里学遊館/磐田市文化振興センター/
磐田市情報館/イケヤアピタ掛川店/アクト
シティ浜松チケットセンター/チケットぴあ
（☎0570-02-9999 Pコード:231-630）

主催 ： 森町ミキホール文化振興会
後援 ： 袋井地区労働者福祉協議会
チケット販売所 ： 森町文化会館/袋井市月見の里学
遊館/磐田市文化振興センター/磐田市情報館/イケ
ヤアピタ掛川店/アクトシティ浜松チケットセンター/チ
ケットぴあ(☎0570-02-9999 Pコード：232-159)

チケット好評発売中！！

チケット好評発売中！！

チケット
好評発売中！！

入場料（税込）： 友の会 4,500円
　　 　　　　一　般 5,000円全席指定

入場料（税込）： 友の会 5,500円
　　 　　　　一　般 6,000円全席指定

入場料（税込）： 友の会 5,000円
　　 　　　　一　般 5,500円全席指定

入場料 ： 　　大　   人 1,500円（友の会は1割引）
  （税込）　 　 　 中学生以下     500円
　　　　　　  
ワークショップ参加料：500円（子どものみ） 
　　　（税込）　　　　※公演を見た親子が対象

全席
自由

開場 13:30  開演 1 4:00
開場 18:00  開演 1 8:30ところ：森町文化会館 小ホール（ワークショップはリハーサル室）

ところ ： 
森町文化会館 
大ホール

ところ ： 森町文化会館 大ホール

世界の子ども劇場2014  
スノーアイズ（デンマーク）

清水アキラ 清水良太郎
親子ものまねコンサート

水森かおりコンサート 歌謡紀行

昼の部
夜の部

開場 13:30  開演 1 4:00
開場 18:00  開演 1 8:30

昼の部
夜の部

開場 10:20  開演 1 0:30
ワークショップ 1 1:15

1
回
目

開場 12:50  開演 1 3:00
ワークショップ 1 3:45

2
回
目

※0歳児は無料

森山良子 コンサートツアー
2014～2015 グレイテスト・ヒッツ

ところ：
森町文化会館
大ホール

主催 ： 森町ミキホール文化振興会
後援 ： 袋井地区労働者福祉協議会
チケット販売所 ： 森町文化会館/袋井
市月見の里学遊館/磐田市文化振興センタ
ー/磐田市情報館/イケヤアピタ掛川店/ア
クトシティ浜松チケットセンター/チケットぴ
あ(☎0570-02-9999 Pコード：231-648)

友の会 : 8月23日（土） 
一　般 : 8月24日（日）
電話予約 :8月26日（火）
   いずれも9:00～

チケット発売日

※未就学児の入場はご遠慮ください。

※未就学児の入場はご遠慮ください。

※3歳未満ひざ上鑑賞無料（席が必要な場合は有料）
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月
子ども 相談

犬・猫健康

文化会館 観光

その他

※定期開催 毎週土曜日　　おはなしぶらんこ（10:30～11:00）■所■問児童館　185-2839
毎週火曜日　　森のくまさん広場（11:00～11:30）■所■問子育て支援センター　184-4255

日 月 火 水 木 金 土

8

子育てセミナー
（10:00～11:00）
■所■問子育て支援

センター
☎84-4255
6か月児相談

（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330

おはなしぶらんこ
粘土教室

（13:30～15:00）
■所■問児童館

☎85-2839

■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330

■所■問児童館
☎85-2839

■所

■問

■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
☎85-5769

■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
☎84-4255

■所中央体育館
■問役場保健福祉課
☎85-6330

■問児童館
☎85-2839

※集団健診

■所役場別館前
■問役場住民生活課
☎85-6314

犬猫引き取り

子どもの健診
保健のしおり等

心配ごと
結婚相談

子育て系
すくすくのびのび

■所天方小学校体育館

■所三倉小学校体育館

■所宮園小学校体育館

■所飯田小学校体育館

■所町民生活センター

森のくまさん広場 1歳6か月児健診
（13:15～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:20）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
☎85-6314
すくすくクラブ

（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
☎84-4255

2歳児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330

おはなしぶらんこ
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館

☎85-2839

人権相談
（13:00～15:00）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
☎85-6312

無料法律相談
（13:30～16:30）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
☎85-6312

おはなしぶらんこ

子育てセミナー
（10:00～11:00）
■所■問子育て支援

センター
☎84-4255
作ってみよう

（14:30～15:00）
■所■問児童館

☎85-2839

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
☎85-5769

保健のしおり交付
（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330
森のくまさん広場
子ども映画祭

（14:00～15:30）
■所■問児童館

☎85-2839

納涼花火大会
（19:15～20:45）
■所太田川親水公園
■問森町商工会
☎85-3126

おはなしぶらんこ
折り紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館

☎85-2839

結婚相談
（9:00～11:30）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
☎85-5769

ボディートークを
楽しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330

森のくまさん広場心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
☎85-5769

年金相談（要予約）
（9:30～12:00）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
☎0537-21-5521

おはなしぶらんこ
お楽しみゲーム大会

（14:30～15:00）
■所■問児童館

☎85-2839

森のくまさん広場 のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
☎84-4255

1
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●4月1日（金）～3日（日）（10:30～11:30）作陶展

体験センターの展示ホールで、ア
クティ森陶芸教室の生徒による作
品展を開催します

要予約

8月の納税など
（納期限9月1日）

■ 固定資産税・都市計画税 …第2期分
■ 国民健康保険税…………第1期分

アクティ森イベント情報

夏休みイベント夏休みイベント■ 町県民税…………………第2期分
■ 国民健康保険税…………第2期分
■ 介護保険料（普通徴収）…第3期分
■ 後期高齢者医療保険料
　（普通徴収） ………………第1期分

アクティ森イベント情報
☎85-0115

陶器のひな人形づくりとランチのセットです。今年
は、にぎり寿司をイメージしたひな人形で、どなた
でも簡単に作ることが出来ます。焼き上がりに１か
月はかかりますので、お早めにお申し込み下さい。

●2月28日（金）まで ※平日限定（水曜定休）
　陶雛づくりとちょっとお得なランチセット
　料金 ： 1人3,800円

●5月5日（日）
●5月6日（火・祝）

●5月4日（日）、5日（月・祝）●5月3日（土）～5日（月・祝）

はたらく
くるま大集合
はたらく
くるま大集合

ポニー
乗馬体験
ポニー
乗馬体験

お茶摘み体験お茶摘み体験

かしわ餅作りかしわ餅作り

ゴールデンウィークイベントゴールデンウィークイベント

な
ど
な
ど
！

な
ど
な
ど
！

所・問：児童館
☎85-2839

所：保健福祉センター
問：役場保健福祉課
☎85-6330

所：保健福祉センター
問：社会福祉協議会
☎85-5769

所：保健福祉センター
問：子育て支援センター
☎84-4255

所：中央体育館
問：役場保健福祉課
☎85-6330

所：役場別館前
問：役場住民生活課
☎85-6314

問：児童館
☎85-2839

●7月19日（土）～8月31日（日）
　鮎のつかみ取り、川のYeah！、
　カヌー体験など
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情報ステーションステーションステーションステーション information

介護認定調査員
（歩合制在宅勤務職員）の募集
募集人数　1人
業務内容

 要介護認定申請者の訪問調査（お年
寄りのお宅、施設、病院などに出か
け、規定の調査を行い、その内容を
Wordでまとめる）
応募資格
・ 普通自動車免許がある人
・  保健、医療、福祉に関し専門的知識

を有する人（看護師、保健師、ケア
マネ、介護福祉士など）もしくは資
格がなくても介護施設などに勤め
た経験がある人、高齢者福祉およ
び介護保険制度に関心のある人

・  事前に県で実施される認定調査員
研修を受講できる人

勤務日および勤務時間　月曜日から
金曜日の8:30～17:15のうち週15
時間以内で割り振り
勤務開始日　平成26年10月1日（以降、

半年単位で継続任用の見込み）
給与　1件あたり4,320円
募集締切　8月22日㈮
応募方法　履歴書（写真貼付）を持参

または郵送
　※ 封筒に「履歴書在中」と記入すること
問・申　役場保健福祉課介護保険係　
　☎85-1800  〒437-0215森町森50-1

平成27年4月採用
静岡県警察官採用試験

採用区分　警察官A：大学を卒業また
は平成27年3月卒業見込みの人

　警察官B：高校を卒業または平成
27年3月卒業見込みの人
※ 警察官Bは、高校卒業程度の学力を対

象とした試験ですので、警察官Aの対
象に該当する人は受験できません。

募集締切　8月4日㈪
1次試験日　9月21日㈰
問　袋井警察署警務課　☎41-0110、

ホ ー ム ペ ー ジhttp://www.pref.
shizuoka.jp/police/

放送大学10月生
募集のお知らせ

放送大学では、平成26年度第2学期
（10月入学）の学生を募集しています。

放送大学はテレビなどの放送を利
用して授業を行う通信制の大学です。
心理学・福祉・経済・歴史・文学・自
然科学など、幅広い分野を学べます。

資料を無料で差し上げています。お
気軽にご請求ください。放送大学ホー
ムページ（http://www.ouj.ac.jp）で
も受け付けています。
出願期間　8月31日㈰まで
問　放送大学浜松サテライトスペース
　☎053-453-3303

防衛省（自衛隊）
採用制度説明会

と	 き　8月2日㈯　9:00～12:00
ところ　町民生活センター2階講義室A
対	 象　18歳以上27歳未満（高卒見

込み含む）で、自衛隊に就職をお考
えの人、関心のある人
その他　申込み不要、直接会場へお越

しください。
問　自衛隊袋井地域事務所
　☎43-3717

森町納涼花火大会開催

と	 き　8月15日㈮
　打ち上げ時間19:15～20:45
　※雨天順延（16日㈯）
ところ　太田川河川敷親水公園
打ち上げ数　2,000発
寄	 付　町民の花火大会にしていく

ため、町民一人ひとりのご支援をお
願いします。
問　森町商工会　☎85-3126

親と子の
太田川ダム見学会

普段は立ち入ることのできないダ
ム内部や下流部などを特別に見学で
きます。
と	 き　8月21日㈭　10:00～14:00
　（受付は随時、最終は13:30まで）
ところ　太田川ダム管理所（亀久保）
対	 象　小中学生とその保護者、一般

の方も見学できます。
持ち物　飲み物、帽子、タオル
その他　申込み不要、直接会場へ動き

やすい服装でお越しください。（サン
ダル不可）
※ 森町に大雨注意報が発表された

場合は、中止します。
問　袋井土木事務所ダム管理課
　☎42-3211

静岡理工科大学お理工塾
夏のわくわく体験工房

夏休みに理工科大の先生やお兄さ
ん、お姉さんと理科実験やものづくり
にチャレンジしてみよう！
と	 き　8月10日㈰　10:00～12:00
　（受付9:30～10:00）
ところ　静岡理工科大学
　（袋井市豊沢2200-2）
対	 象　小学生
　※ 保護者の人が必ず一緒に参加して

ください。
参加料　無料
申込期間　7月22日㈫まで
申込方法　電話またはホームページ

からお申込みください。（応募者多数
の場合は抽選）
※ 詳しくはホームページ（http://

www.sist.ac.jp/lec/000010.
html）をご覧ください。

問・申　静岡理工科大学総務課
　☎45-0111

夏休み親子工作教室開催

と	 き　8月23日㈯　10:30～15:30
　（作業は1時間程度）
ところ　パティオホール
　（袋井市上山梨4-1-2）
対	 象　お子さんとその保護者
内	 容　地元の大工さんの指導で、い

す・踏み台などを作ります。※大工
道具と材料はこちらで用意します。
完成した作品はお持ち帰りください。

参加料　1組500円（材料費）
申込方法　事前に電話にてお申込み

ください。
申込期限　8月8日㈮
　※定員20組に達し次第締切り
問・申　ろうきん袋井支店棟梁会事務局
　☎43-4649
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情報ステーションステーションステーションステーション information

不審な電話に
ご注意ください！！

4月に県内で、後期高齢者医療被保
険者宅へ役所の保険年金担当と名乗
る男性から、「保険料の還付があり手
続きのため振込先の口座を教えてほ
しい」「キャッシュカードを持って
ATMで手続きをしてほしい」といっ
た電話がありました。不審に思った被
保険者は役所に確認をしたため、被害
はありませんでした。

このような電話があったら、家族や
警察、関係機関などに相談し、被害に
あわないように注意してください。
問　役場産業課商工観光係
　☎85-6319

悪質商法、詐欺に
気をつけましょう！

悪質商法や詐欺の手口は巧妙に
なってきています。被害を防ぐために
は、甘い言葉は信じず、はっきりと断
ることが重要です。不審に感じた場合
は一人で悩まず、家族や相談窓口に連
絡し、被害にあわないよう気をつけて
ください。
問　消費生活相談窓口
　（役場産業課商工観光係）
　☎85-6319

「緑の募金」のご報告

平成26年度の募金額558,397円に
なりました。ご協力ありがとうござい
ました。

募金は森林づくりや緑化の推進な
どに使われます。
問　役場産業課林政係　☎85-6317

食中毒予防は家庭から

まだまだ暑い日が続きます。食中毒
は家庭でも発生します。3つの原則で
食中毒を防ぎましょう。

食中毒防止の3原則
① 清潔（食中毒菌を付けない）
② 冷却・迅速（食中毒菌を増やさない）
③ 加熱（食中毒菌をやっつける）
問　県西部保健所衛生薬務課
　☎37-2245

中部電力からのお知らせ

雷や台風の到来時期になりました。
この時期、落雷や強風による飛来物

により電線が切れて垂れ下がることが
あります。切れた電線を見つけた場合
は、感電する恐れがあるため触らずに、
中部電力へご連絡をお願いします。
問　中部電力㈱掛川営業所
　フリーコール0120-985-240

ご家庭でも電気の安全点検を！！
8月は「電気使用安全月間」です
高温多湿の夏場は、一年のうちで感

電や電気事故が最も多い季節です。ま
た、台風や豪雨が襲来し、電気設備に
影響を与えることも多くあります。

このため、経済産業省主唱のもと、
8月を「電気使用安全月間」として、
全国一斉に電気使用安全を呼びかけ
ています。
・  傷んだ電線、コードを使っていま

せんか？ 
・  洗濯機、電子レンジにアースは取

り付けてありますか？ 
・  漏電遮断機は取り付けてありますか？
・  一つのコンセントからたくさんの

電気を使っていませんか？ 

こんなことはしていませんか？
問　中部電気保安協会静岡支店
　掛川営業所　☎0537-24-3277

ひとり親家庭のための
出張個別相談会

生活・就業・法律の相談会。職業紹
介や求職登録、弁護士による親権や養
育費などの相談ができます。
と	 き　8月8日㈮　9:30～16:00
ところ　袋井市役所東分庁舎コスモス館

1階（袋井市新屋2-4-1）
申込み　電話でお申し込みください。
（当日受付可、予約優先）
その他　参加費無料、託児あり（要予約）
問・申　母子家庭等就業・自立支援

センター　☎054-254-1191

悩みを抱える子ども・
若者のための合同相談会
ニート・ひきこもり・不登校など

の個別相談に、フリースクール、通信
制・定時制高等学校、就労支援団体な
どが対応します。
と	 き　8月9日㈯　13:30～15:30
　（受付13:00～15:00）
ところ　浜松市浜北文化センター
　（浜松市浜北区貴布祢291-1）
その他　参加費無料、事前申込み不要
問　静岡県教育委員会社会教育課　
　☎054-221-3160

第19回森町長杯
ゴルフ大会について

森町ゴルフ連盟主催の「森町長杯ゴ
ルフ大会」を開催します。町民の皆さ
んの多数のご参加をお願いします。
と	 き　9月20日㈯
ところ　三木の里C.C
競技方法　ペリヤ方式
プレー費　14,500円（ビジター）（諸

経費、キャディ費、食事込）
　※ チャリティーボックスを2カ所設け

ています。ワンオンしない人は500
円のチャリティーをお願いします。

参加費　3,000円
申込締切　8月30日㈯
問・申　森町ゴルフ連盟事務局
　（正光建設㈱  天野）☎85-3118
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　森町健康づくり食生活推進協議会では「私たちの健康は私
たちの手で」をキャッチフレーズに、食生活の改善と健康づく
りにつながる料理づくりに取り組んでいます。

そうめん……………… 400ｇ
グリーンアスパラ………… 4本
ベーコン………………… 4枚
トマト …………………… 2個
にんにく………………… 1片
サラダ油………………… 適量
A
　穀物酢………………大さじ1
　トマトジュース………2カップ
　水……………………2カップ
コンソメ顆粒 …………大さじ1

①アスパラ・ベーコン・トマトは食
べやすい大きさに切っておく。
にんにくはみじん切りにする。
②フライパンを熱し、アスパラと
ベーコンを炒めて取り出す。
③②のフライパンを軽く拭いて
サラダ油を熱し、にんにくを
炒める。香りが立ったらトマト
を入れてさっと炒め、Aを加
える。粗熱がとれたら冷蔵庫
で冷やす。
④そうめんは表示通りにゆで
て冷水でしめる。器に盛り③
を注ぎアスパラとベーコンを
のせる。

材料（4人分） 作り方

　いよいよ夏本番。暑くなると食欲が衰えるので十分な栄養がと

れず、疲労がなかなか回復しません。夏バテ防止には量より質を重

視した食事で１日３食主食と主菜、副菜をバランスよく食べましょう。

　さて、今回紹介する料理に使われているトマトやズッキーニ、とう

もろこしなど太陽をいっぱい浴びて育った夏の野菜にはビタミン類

がいっぱいです。たっぷり摂って暑い夏を乗り切りましょう。

●問い合わせ先　役場保健福祉課保健スタッフ　185-6330

とうもろこし …………1／2本
ズッキーニ ……………1／2本
ミニトマト…………………12個
ウインナー ……………… 4本
水………………………2カップ
牛乳……………………2カップ
コンソメ ……………… 1.5個
塩・こしょう ……………… 少々

①とうもろこしは軸に対して平
行に包丁を入れ、実を削ぎ取
っていく。 
②ズッキーニは輪切り、ウイン
ナーは食べやすい大きさに
切り、ミニトマトは洗っておく。

③なべに水を入れて火にかけ、
コンソメ・とうもろこし・ウイン
ナーを入れる。 

④なべが煮立ったらズッキーニ・ミニトマトを入れて１～２分火にか
ける。
⑤野菜がやわらかくなったら弱火にして牛乳を入れ、焦げ付かない
ようにかき混ぜ、温まったら塩こしょうで味を調える。

材料（4人分） 作り方

夏野菜のミルクスープトマト酢冷麺
141キロカロリー　たんぱく質6.4ｇ　脂質8.4ｇ　食塩相当量0.9ｇ355キロカロリー　たんぱく質9.0ｇ　脂質0.9ｇ　食塩相当量0.9ｇ
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7月1日現在（　）内は先月比

世帯数 …………6,389（＋  1）
人口 男……  9,610（＋10）
 女……  9,745（ー  2）
 計……19,355（＋  8）

編
集
後
記

▼
今
年
も
飯
田
の
祇
園
さ
ま
、

山
名
神
社
の
お
祭
り
の
季
節
が

来
ま
し
た
。
同
神
社
は
慶
雲
３

年
（
７
０
６
年
）
創
建
と
い
わ

れ
、
京
都
の
祇
園
社
（
八
坂
神

社
）
と
同
じ
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ

ト
が
主
祭
神
。
ま
た
、
山
名
神

社
天
王
祭
舞
楽
は
、
京
都
祇
園

祭
の
中
世
の
芸
能
要
素
を
持
つ

と
い
う
話
を
聞
く
と
、
森
町
は

京
都
と
の
関
わ
り
が
深
い
な
と

感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　

 

（
松
）

▼
今
回
の
レ
シ
ピ
に
も
登
場
す

る
と
う
も
ろ
こ
し
。
初
め
て
森

町
の
と
う
も
ろ
こ
し
を
い
た
だ

い
た
と
き
、
宝
石
の
よ
う
な
身

の
輝
き
と
甘
み
と
う
ま
み
の
濃

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
一
番
お
い

し
い
状
態
で
食
べ
て
も
ら
う
た

め
に
、
毎
日
夜
明
け
前
に
収
穫

し
て
い
る
と
知
り
、
農
家
さ
ん

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。　
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